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― 担当Ⓚの最後の編集後記 ―

感謝のその先へ。
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先輩W（通称ワカメ先輩）
前広報担当者
担当WのWはワカメから取ったらし
い。本名はWでもなんでもない。
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国保中央病院だより
問　国保中央病院 ☎ 0744（32）8800

問　企画調整課 ☎（55）1001

　 ～ が ん 化 学 療 法 に つ い て ～ 外科主任部長　杉森  志穂

担
当
Ⓚ
の

和
や
か
編
集
後
記

が ん治療には、手術治療・放射線治療・化学療法
の三本柱があります。

　このうち、化学療法は抗がん剤を使ってがん細胞が
増えるのを抑えたり、成長を遅らせたりする治療です。
近年、抗がん剤の進歩により、多くのがん患者さんに
化学療法が行われるようになりました。

③進行・再発がんなどに対する化学療法
　がんが完全に取りきれないような場合に化学療法を
行います。目的は、がんの発育を遅らせて生活の質が
良い状態を長く保つということになりますが、中には
化学療法がよく効き、がんが切除可能になることもあ
ります。また、血液のがんなどは化学療法が第一選択
になります。

　抗がん剤により、貧血・吐き気・口内炎・脱毛など
の症状が現れることがあります。しかし、副作用の少
ない薬が開発されたり、副作用を防ぐ対策も進歩して
きました。また、多職種のチーム医療で化学療法を
受けるがん患者さんをサポートする体制もとっていま
す。
　治療中は、お気軽にご相談ください。

①術前化学療法
　手術前に行う化学療法で、例えば乳がんの場合は、
がんが小さくなれば、乳房の温存が可能になることも
あります。
②術後補助化学療法
　再発を予防する目的で術後に一定期間 ( がんの種類
によって 6 か月や 1 年間 ) 化学療法を行います。

「
グ
ッ
バ
イ

　
　
　
　ワ
カ
メ
」

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

担
当
Ⓚ
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化学療法は目的別に分類されます。

こんなことありませんか？

悩みを一人で抱え込まないで

抗がん剤にはつらい副作用があるの？

　日常生活の中で、「男だから、女だから」と「当たり前」
と思われていることに疑問を感じたら、「男女共同参
画」について少しだけ考えてみませんか？

　男女共同参画社会とは、「男女がお互いを尊重し合
い、職場、学校、家庭、地域などの社会のあらゆる分
野で、性別にかかわらず個性と能力を十分に発揮し、
喜びや責任を分かち合うことができる社会」です。誰
のものでもない、あなたの大切な人生のために、「あ
なたらしさ」を見つける小さな一歩を踏み出してみま
せんか？

▲ いぬちゃん ▲ ねこちゃん ▲ フクロウ先生

男や女といった性別に関係なく、みんなにチャ
ンスがあって、何にでもチャレンジできるん
だよ。これが「男女共同参画社会」なのです。

そうだね！チャレンジする勇気が湧いてきた
よ！

「男だから」 「女だから」って自分で決めつけな
いでチャレンジしてみようよ！

消防士さんになりたかったんだけど、女の子
だからできないんじゃないかな…

そうかなぁ？男だからできないってことはな
いよ。ねこちゃんは将来何になりたいの？

でも保育園の先生は女の人がなる職業じゃな
いの？

ぼくの通っている保育園の先生が優しくて、
僕も保育園の先生になりたいんだ。

りべる
～男女共同参画だより～
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果
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↑�尿路結石ができてしまい毎

日２ℓの水を飲んでいる。

マジで痛い。





何や。
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― 担当Ⓚの最後の編集後記 ―

完感謝のその先へ。



担当Ⓚの最後の編集後記

「この編集後記で後悔しないか？」

令和４年４月１日号完成間際に、上司に言われた一言です。

広報紙本編に掲載の編集後記を描き終えた時、

私も「最後にこれはどうだろうか」と悩みました。

何しろ、伝えたいことが多すぎたからです。

だからと言って、編集後記に何ページも割くことはできません。

それに、一職員が前に出過ぎることは

町民が主役の広報紙の理念に反してしまうと思ったのです。

ですので、最後は可もなく、不可もなくと決めていました。

そんななか、上司は

「後悔する。伝えたいことがあるならちゃんと伝えろ」と

初めて編集後記にストップがかかりました。

そこで、本編の編集後記はあえてそのままで

ホームページ上に別の編集後記を載せることとなりました。

これが、「この担当Ⓚの最後の編集後記　感謝のその先へ。」です。

※本編も手は抜いていませんので、ぜひ一読ください。

あとがき



この編集後記を描くにおいて

伝えたいことは何なのか。

そのことをずっと考えていました。

伝えたいことは皆さんへの「感謝」しかないと思っていたのですが

そもそも「感謝」って何に対して何だろうと

なかなか自分の中で答えがでませんでした。

もちろん広報紙を作るのに、

協力していただいたことへの「感謝」は第一にあります。

ただ、それだけでない「感謝」の姿が私の中にありました。

その正体が分からないまま、日が経っていきました。

そんなある日、SNSにこんな投稿が流れてきました。

「今の仕事マジで無理。何でこの仕事選んだのだろう」

内容は仕事への愚痴でした。

その他にもたくさんの投稿が流れてきました。

その時です。

「あぁ…自分は今の業務が楽しいなぁ。ありがたいな」

これだ。と思いました。

自分の中にあったもう一つの「感謝」の正体。

これをこの編集後記に描こう。

思い返すと、大変なこともたくさんありましたが

「楽しかった」と胸を張って言えます。

これでようやく、皆さんに本当に「感謝」を伝えることができそうです。

皆さん５年間、広報紙作成にご協力いただきありがとうございました。

そして

私にこんな楽しい思い出を残してくださって

ありがとうございました。

秘書人事課　広報担当　担当Ⓚ

※お気づきと思いますが、作中では分かりやすいようにいくつかのフィクションを交えたストーリーに

なっています。今回登場いただいた先輩、後輩のセリフは実際よりも誇張して描いています。

登場していただいた方々への誹謗中傷はお控えください。



担当Ⓣの想い

引き継がれる意思
町を知るために目にするものが、広報紙。

「広陵町の顔」と言っても過言ではない、広報紙。

広報紙の製作・発行という仕事はとても責任のある仕事です。

そんな重大な仕事に、なぜ私が就いたのだろう…。

担当Ⓚ先輩のようなデザイン力も無ければカメラも使えない…。

でも、仕事だしやるしかない。

最初はそんな気持ちで取り組んでいました。

取材や撮影、他の課や業者とのやり取りなどを

担当Ⓚ先輩に教わり、共に仕事をする中で、

「この人は、本当に楽しそうに仕事をするなぁ」

そう思っていました。

最初は「無理だ、私にはできない」と決めつけていましたが、

いつしか私も「楽しんで仕事をしたい」と思えるようになってきました。

そんな気持ちにさせてくださった担当Ⓚ先輩に「感謝」です。

広報紙のデザインは担当Ⓚ先輩の真似になるかもしれないし、

カメラで撮影した写真は、ピンボケしたものになるかもしれない。

それでも、この「感謝」の気持ちを引き継ぎ、

私らしくがむしゃらに「楽しく」頑張りたいです。


